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C型肝炎ウイルス（HCV）による肝障害と

生活習慣との関連について
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目的　肝癌や慢性肝疾患による死亡率が高いA地区において阪神大震災の翌年に肝臓病検診を行い，C型

肝炎ウイルス（HCV）感染者の肝機能悪化に影響を及ぼす生活習慣と震災後の生活習慣の変化につい

て検討した。

方法　平成8年度のHBs抗原陰性の40歳以上の肝臓病検診受診者590例（59.2±9.5歳）の第2世代測定系

〔PHA法〕を用いたHCV抗体価を（抗体陽性者75例はHCV-RNA〔PCR法〕も）測定し，震災前後

の生活習慣の変化について問診を行った。HCV-RNAの有無と生活習慣により分類し，GOT値と

GPT値の多重比較検定（Scheffe法；有意水準5％）を行った。HCV-RNA陽性者についてGOTまた

はGPT値を従属変数とし，性，年齢，飲酒の有無，外食の有無，運動の有無を説明変数として，重回

帰分折を行った。

成績　HCV-RNA陰性群では男女共GOT，GPT共に平均値は基準値内で，自炊群と外食群で有意差はな

かった。女性のHCV-RNA陽性群では外食群は自炊群に比べてGOT，GPT共に有意に平均値か高か

った。男性のHCV-RNA陽性群では，飲酒の影響が強く，非飲酒者が少ない為，外食の有無が独立し

て肝機能に関連しているとは断定できなかった。HCV-RNA陰性群では男女共GOT，GPT共に平均

値は基準値内で，運動群と非運動群の間で有意差はなかった。男性のHCV-RNA陽性群では非運動群

は運動群に比べてGOT，GPT共に有意に平均値が高かった。女性のHCV-RNA陽性群では，運動群

と非運動群の差が小さく，運動の有無が独立して肝機能に関連しているとは断定できなかった。重回帰

分析の結果から，外食の有無と運動の有無が飲酒の有無や年齢と共にHCV持続感染者のGOT, GPT

値の有用な説明変数になっていることが示された。外食群や運動不足群は，震災後さらに生活習慣が悪

化した者が多かった。

結論　HCV持続感染者において，外食の多い食生活や運動不足のライフスタイルが肝障害を進展させる可

能性が示唆された。外食群や運動不足群は，震災後更に生活習慣が悪化し，その結果，肝機能の悪化に

結びついた可能性が考えられた。
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